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「情報小説」 と して の 『ロ シ ア の 夜』

　　　　　 ジ ャ ン ル と構造の 問題 一一

久　　野 　　康　　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　1． 序

　『ロ シ ア の 夜 PyGCKMe 　Hoqva 』 は ， 作家 ， 哲学者， 音楽批評家 ， 教育家 ， 社

会活動家 で あ る ヴラ ジ
ー

ミ ル
・オ ドエ フ ス キ

ー （1804−1869）が ，
1844年に発

表 した文学作 品で ある 。 文学 ， 音楽 ， 哲学 ， 科学 な ど多岐に渡る話題 を
，

フ ィ

ク シ ョ ン と対話 を交差 させ つ つ 1 つ の 物語 に まとめ た こ の 作品 は
，

ベ リ ン ス

キ ーが 「奇妙 な形式」 と評 して 戸惑 い を示 した よ うに
， 当時の 読者 の 理解 を越

えた破天 荒な作品だ っ たω
。 既 成 の 枠 に収 ま りきれ ぬ こ の 作品の 複雑 さは ， 現

在 まで の 諸研究 におい て ， 「哲学小説」（マ イ ミ ン
，

コ
ー 二 ， コ トリャ レフ ス キ

イな ど）c2｝， 「枠物語」 （パ ッ セ
ー

ジ ， イ ン グハ ム
，

コ
ー

ン ウ ェ ル ）｛3〕
， 「劇」（サ

ク
ー

リ ン
， B．サ ハ ロ フ 即 ， 「百科辞典」（B．サ ハ ロ フ な ど）c5）， あ る い は

， 「全

世界的な イデ オ ロ ギ
ー劇」 （K）． マ ン ）， 「哲学的連作ポ リ フ ォ ニ ー小説」（トロ

イ ッ キ イ）〔6｝な ど とい う様 々 な ジ ャ ン ル 規定が試み られ て い る こ とか らもわか

る 。 しか し， 問題 は ，
ジ ャ ン ル 規定の 困難 さ とい う以前 に ， 多くの 場合 ，

こ う

した ジ ャ ン ル 規定に具体 的な作品分析 が伴 っ て い ない 点 に ある 。 概 して
，

こ の

作品は
，

ドイッ
・ロ マ ン主義や シ ェ リ ン グの 思想 な ど の 思想的 レベ ル で 解釈 さ

れ ， テ クス トその もの を読 み 込 む とい う作業 は疎か に な りが ちだ っ た 。

　それ で は 『ロ シ ア の 夜』 とは ，
一
体い か なる 「文学作品」な の か 。 現在 に 至

る まで 十分 に答 え られ て い ない こ の 問題 に新 しい 観点を示す に は ， 既成の ジ ャ

ン ル の 考 え方 を見直 しなが ら ， 具体的 に テ ク ス トを検討 して ゆ く必 要がある 。

　　　　　　　　 2 ． 『ロ シア の 夜』に お け る 「多面性」

　 『ロ シ ア の 夜』 で は
， 短編 ， 対話 ， 脚注すべ て 合わ せ て 計190名 の 詩人 ，作

家， 画家 ， 音楽家 ， 哲学者 ， 神秘 主義者，学者 ， 自然科学者 ， 政 治家 な どが 直

接 ・間接に 言及 され て い るc7〕
。

こ れ らの 人物が 属す る 時問 ・空聞は， 古典古代

か ら19世紀 まで
， ある い は ヨ

ー ロ ッ パ か ら中 国 まで とい っ た よ うに非常にバ ラ

エ テ ィ に 富ん で い る 。 本稿 で は
， 『ロ シ ア の 夜』の 有す る こ の よ うな 「多面性」
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に注 目 して ，
こ の 作品の 独 自性 を明らか に して ゆ こ うと思 う。

　 それ で は まず今 まで の 研究 は
，

こ の よ うな 「多面性」 を どう考察 して きたの

だ ろ うか 。 B．サ ハ ロ フ は
，

こ の 作 品 を 厂独 自 の 芸術 的哲学的百 科 辞 典

（9HUXKnOllellvafi ）」〔8）と 呼 び
， 10． マ ン は 「す べ て に 関 す る 本 （KHvara 　o60

BceM ）」｛9｝とい っ て い る
。

い ずれ もこ の 作品が 扱 う話題 の 「量」 を問題 に した

規定で ある 。 しか し，
こ れ らの 規定は，話題 の 「質」 や 「扱 い 方」 をほ と ん ど

具体的に 考察 して い ない た ため ， 結局の とこ ろ
， 単な るメ タ フ ァ

ー以上の 意味

を持 っ て い ない
。

　
一
方 ， B．ギ ッ ピ ウ ス は

， 『ロ シ ア の 夜』 は
，

ロ マ ン主義た ちが夢見た 「総合

小説 （yHvaBepoanhHEIrt　POMaH ）」 の 実現で あ る と述べ て い る 。 「総合小説」 と

は ， 彼に よれ ば， 「ある 主人 公 ， あ る い は ある状 況 を中心 に置 き， その まわ り

に出来 る だ け多 くの 現象を集め ，
こ れ らの 現 象を次々 と結 びつ け ， 次 第に こ の

関係の 意味 ， す なわ ち ， 世界の 意味 に 達す る小説 」 を指す 
。

つ ま り， 「多面

性」 を ロ マ ン 主義 の 理 念 と結びつ けたの が B．ギ ッ ピ ウ ス の 考 え方で あ る 。 し

か し， 『ロ シ ア の 夜』 を単純 に ロ マ ン 主義の 理 想の 実現 と考え る見方 に は問題

が 多い 〔11）
D

　以 上 の ジ ャ ン ル 規定に 対 し ， は る か に理 論的に整備 され て い るの が 「ア ナ ト

ミー （anatomy ）」 とい う概 念で あ る
。

コ
ー

ン ウ ェ ル は
，

1983年 の 論文で
，

ノ
ー

ス ロ ッ プ ・フ ラ イが 「批評 の 解剖』 で 提示 した 「ア ナ トミ
ー

」 とい う概念

を 『ロ シ ア の 夜』に適用 し よ うとす る新 しい 試み を行 っ て い る  
。

フ ラ イに よ

れ ば ， ア ナ トミー は
， 「伝統的に は メ ニ ッ ポ ス 的諷刺 ない しウ ァ ロ 的諷 刺 と し

て 知 られ」， 「題材 の 多種多様な こ と
， 観念 へ の 関心が強 い こ とが特徴で あ り，

短い 形式で しば しば宴会 ない しシ ン ポ ジ ウ ム の 背景 と韻文の 挿入 部 を持 つ 」

「散文 フ ィ ク シ ョ ン の
…

形式」 で あ る 。 代表的な作品 は
，

17世紀イ ギ リス の 牧

師 ・作家の ロ バ ー
ト ・バ ー

トン の 『憂鬱の 解剖』 で あ り， 他に は ， ラ ブ レー
，

ス ター ン
，

メ ル ヴ ィ ル
， キ ェ ル ケ ゴ ー

ル
，

セ ル バ ン テ ス
， プル

ー
ス トな どの 作

品が ア ナ ト ミー
の 要素を持 っ て い る とされ て い る 

。 この うち 「題材の 多種多
様な こ と， 観念 へ の 関心が 強い 」 とい う特色 は ， 『ロ シ ア の 夜』 に よ くあ て は

まる よ うに見 え る 。 しか し ，
コ

ー
ン ウ ェ ル 自身が 認 め る通 り， 「諷刺」 とい う

要素が 完全 に 欠如 して い る た め
， 『ロ シ ア の 夜』 は ア ナ ト ミーで あ る と考え る

こ とは で きな い
。

　こ うして 「多面性」 に 基 づ く既成の ジ ャ ン ル 規定は
，

い ずれ も不十分で あ る

こ とが わか る
。 そ こ で ， 本稿で は

， 『ロ シ ア の 夜』 を検討 して ゆ く手掛 か りと
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して
， 独 自に 「情報小説」 とい うジ ャ ン ル 的枠組み を設定す る こ とに した い

。

　　　　　　　　　　　　3 ． 「情報小説」の 定義

　 「情報小説」は ， 叙述の 手法に基づ くジ ャ ン ル 概念で あ る 。 そ れ は ，書物 ，

雑誌 か ら音楽 ， 絵画 ， 彫刻 な ど まで 含 め た 他者 の 記録 ・論文 ・創作 （こ れ を

「メ デ ィ ァ」 と呼ぶ こ とに す る） を多量 に利 用 し ， 引用 ・敷衍 な どの 手法 に

よ っ て その 内容 を作 品内に取 り込み ， さらにその 内容に対 して 逸脱 ・注釈な ど

の 手法で もっ て さらに 多 くの 言説 を付加 し，叙述 を組み 立 て て ゆ く文学作品を

指す 。 平 た く言 えば 「情報 を多 く盛 り込 ん だ文学作 品」で ある
。

　歴史小説 の よ うに
， 単 に筋 を有す る物語 を作 る ため だ け に 「メ デ ィ ア 」 を利

用す る もの は 「情報小説」で は ない
。 重要なの は

， 「メ デ ィ ア 」 を通 じて 物語

に盛iり込 まれ る情報が ， 量的に 多 く， しか も質的 に物語 と異な る価値 を持 ち，

物語 と等 しい 役割 ， あ るい は物語 を凌駕する 役割さえ担 っ て い る こ とで ある 。

基 本的な 「情報小説」は
，

メ ル ヴ ィ ル の 『自鯨』，
フ ロ ベ ー ル 『ブ ヴ ァ

ー ル と

ペ キ ュ シ ェ 』， 『海底二 万里』 を始め とす る ジ ュ
ー ル ・ヴ ェ ル ヌ の 諸作品 ，

トー

マ ス ・マ ン 『魔 の 山』 『フ ァ ウス トゥ ス 博士』の よ うに
，

一
定の 筋を持 っ た物

語の 中に ， 筋の 進行 とは直接関係を持た ない 情報が 多量 に 挿入 され る もの で あ

る 。
ペ ダ ン テ ィ ズ ム ，諷 刺 ， リア リズ ム の 偽装 など とその 目的 は様々 考え られ

るが ， 共通 して い る の は ， 挿入 され る 情報が 単 な る作 品の 「添 え物」で は な く，

作品を成立 させ る 不可分の 要素 とな っ て い る 点で ある 。
こ れ らの 作品 は， （筋

だ けを追 う性急 な読者に は た とえ退屈 しか味 わ わせ ない と して も）「メ デ ィ ア 」

に基 づ く情報を盛 り込む こ とで ， 含蓄の ある複雑で 豊か な 「文学性」 を獲得す

る の で あ る 。 鯨学 の 欠 け た 『白鯨』， 科学 的説明 の ない 『海底二 万 里』は
， 単

に 筋の面白い 厂冒険小説」 にす ぎない
。

　よ り発展 した段 階の 「情報小説」 は ， 単に 「メ デ ィ ア 」を利用 して多量の 情

報 を作品に持 ち込む だけで な く， 対話 ，
逸脱 ， 注釈 な どの 手法を使 っ て その 内

容を論 じ ， さ らに新 しい 情報 を付加 して ゆ く。 戦争 に 関する論文と物語が並存

す る トル ス トイの 『戦争 と平和』， 対 話 の 形で 多岐 に渡 る 話題 を論 じる デ ィ ド

ロ の 『ダ ラ ン ベ ー
ル の 夢』 は こ の タ イ プ に属す る 。 そ して ， 1 つ の テ

ー
マ に対

し複数 の 引用 を並べ る こ とで 叙述 を組み立 て て ゆ くバ ー
トン の 『憂鬱の 解剖』

は
， 挿入 され る情報が ， 筋 を有す る物語 を圧倒 して い る とい う点で ， 最 も高度

な形の 「情報小 説」 の 1 つ で あ る と言 える だ ろ う。

　 さらに 「情報小説」 とい うジ ャ ン ル を考 え る際 ， 「メ デ ィ ア 」 を通 じて 作 品
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外の 世界 と関わ る とい う側 面 も重 要で あ る 。 作品外の 世界 を 「メ デ ィ ア」 とい

うプ リズ ム を通 して 情報化 し ， そ の 情報 を操作 ・加工 して ゆ くこ とで 作品 を構

成 して ゆ くの が 「情報小説」で あ る 。 とする ならば
， それ は ，

一
方で は

， 現実

との 直接の 接触 を失い 書斎の 教養人 の 駄弁 と堕す る 危険性 を有 し， 他方で は
，

目の前の 卑近 な現実 しか 対象と しない
一

部の リア リズ ム の 小説 と異 な り， 広大

な時空 間を 「メ デ ィ ア 」を通 じて 容易 に作品内に導入す る こ とがで きる とい う

利点 を持づ 1e
。 例 えば

，
ジ ョ イス の 『ユ リ シ ー ズ 』で は

， 『オ デ ッ セ イ ア』や

『ハ ム レ ッ ト』な どの 「メ デ ィ ア」 へ の 依拠が ， 神話を含む ス ケー ル の 大 きい

時空間 を作 品に導入 す るの を可能 に して い る 。 こ の よ うに
， 「メ デ ィ ア」の 選

択 は
， 個々 の 「情報小説」 の 性格 を大 きく左 右す る。

　 「情報小説」 をこの よ うに規定 し た うえで
， 以下 ， 典型 的な 「情報小 説」で

あ るバ ー トン の 「憂鬱の 解剖』 （1621） と適宜比 較 しつ つ
，

こ の ジ ャ ン ル 概念

の 観点か ら 『ロ シ ア の 夜』 の独自性 を明 らか に して ゆ こ う［IS
。

　　　　　　　　 4． 利用 されてい る 「メ デ ィ ア 」の特徴

　バ ー
トン の 『憂鬱の 解剖』 も 『ロ シ ア の 夜』 も， 「メ デ ィ ア 」の 利用 が作品

の本質的要素を成 して い る とい う点 で は 共通 して い る 。 しか し， 利用す る 「メ

デ ィ ア 」の 「質」 とい う点で はは っ きりした相違点が あ る 。

　バ ー
トン の 擾 鬱の 解剖』 の 特徴 は ，

1 つ の テ ーマ に対 して ， 「徹底 して材

料 を集め」 「古代か らの あ りとあ らゆ る定義」 を並べ ， 「膨大 なほ とん ど ラ テ ン

語 の 引用 をつ な げて
， 自分 の 文章を構成 して ゆ く」点にあ る ae

。
つ ま り， 『憂

鬱の 解剖』 は ， 新旧 問わず手当た り次第に 「メ デ ィ ア」を利用 して い るの が特

色で あ る
。

　
一

方 ， 『ロ シ ア の 夜』 が 扱 う 「メ デ ィ ア 」 は， 時代 が新 しい もの に偏 っ て い

る の が特徴で あ る 。
こ の作 品の 中で 直接 ・間接 に言及 され て い る 「メ デ ィ ア」

は全部 で 104個数える こ とが で きる（ll
。 そ の うち ， 19世紀 の もの は 46個数える

こ とが で きるが ， 時代が遡 る に つ れ て 数 は減少 して ゆ き
， 紀元前の 「メ デ ィ

ア」は 3 つ しか ない 〔醐
。

こ れ は
， 『ロ シ ア の 夜』が ， 過去 よ りは 同時代 の 現実

に 強 い 関心 を示 して い る作品で ある こ とを示 して い る 。

　　　　　　　　　　　　　　5． 叙述の 手法

　
一

方，構 造 とい う面か ら見 る と ， 『ロ シ ア の 夜』の テ クス トは 「対話1 「原

稿」「注釈」 とい う 3 つ の 部分 に分 け る こ とが で きる 。 「対話」 は ， 主 に フ ァ ウ
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ス ト，
ロ ス テ ィ ス ラ

ー
フ

，
ヴ ィ

ー ク トル
， ヴ ャ チ ェ ス ラ ー フ とい う4 人 の 友人

た ちが 「原稿」 を朗 読 して は それ を巡 っ て 議論する 部分 で ある 。

一
方， 「原稿」

は， その 4 人の 友人 た ち に先行す る世代の 2 人の 探求者た ちが残 した短編 ・メ

モ の 類 で あ り， 全 部で 16数え る こ とが で きる
tau

。 「注釈」は 序文 と脚注 を指す 。

情報の 羅列 ， 韻文 の 挿 入 な どを特色 と す る 『憂鬱の 解剖』 に対 し， 『ロ シ ア の

夜』 で は ， 「対話」「原稿」「注釈」 とい うこの 3 つ の部分 に基づ い て ， 多面的

な情報 を作 り出す様 々 な手法が 用い られて い る 。 以下 ， そ れ を具体的に指摘 し

て ゆ こ つ 。

　（1）　 「ブ イ ク シ ョ ン 化」

　ある 「メ デ ィ ア 」 を引用 ・敷衍 とい う形 で 直接作品 に取 り込 むの で は な く，

フ ィ ク シ ョ ン とい う形 で 作品 に組 み 込ん で ゆ くとい う手法を指す 。 同 じ く 「枠

物語」 とい う形 を取る ホ フ マ ン の 「セ ラ
ー ピオ ン朋友会員物語』 と異 な っ て ，

『ロ シ ア の 夜』 の 短編 に は 明 らか に 「メ デ ィ ア 」を利用 した こ とが わ か る作品

が 多い （例 えば ， 第 3 夜 の 『騎 士 ジ ャ ン バ チ ス タ ・ピ ラ ネー ジ作 品集』， 第 4

夜の 『最後の 自殺』 〔マ ル サ ス の 『人 口論』〕， 第 5夜 の 『名前 の ない 町』 〔ベ ン

サ ム の 著作〕， 第 6夜の 『ベ
ー

ト
ー ヴ ェ ン最後 の 四重奏 曲』， 第 8 夜の 『セ バ ス

チ ャ ン ・バ ッ ハ 』 な ど）。
こ れ らの 短編の 特色は ， 「メ デ ィ ア 」に基 づ い て フ ィ

ク シ ョ ン を作 っ て い る とい うだ けで は な く， さ らに作品 その もの が フ ィ ク シ ョ

ン に よる
一種の 「批判 的注釈」 とな っ て い る 点で あ る （例 えば

， 第 4 夜の 『最

後の 自殺』 は ア ン チ ・ユ ー トピア を描 くこ とで ，
マ ル サ ス の 理論 へ の 批 判 と

な っ て い る）。 冒頭 の ゲ
ー

テ の 作 品 に 拠 る エ ピ グ ラ フ （《P，H 》，　 c ．9 ） は ，

フ ィ ク シ ョ ン で 語 る とい うこ の 手法が ，
こ の 作品で 極め て 重視 されて い る こ と

を示 して い る暁

　（2）　 「語 り手の 交代」

　 「原稿」に 属す る 諸短編 に お い て は ， しば しば語 り手の 交代が 目に つ く。 例

えば
， 「第 3 夜」 の 『ピ ラ ネー ジ』で は， 3 入 の 語 り手が 登場 し

， 第 1 の 語 り

手 「MH 」は 第 2 の 語 り手で あ る 「叔 父」 を説明 し， さ ら にその 叔父が 第 3 の

語 り手で ある 「ピラ ネー ジ と名乗 る 男」 を説明す る構 図が 成立 して い る 。
こ の

語 り手 の 交代 は， 同
一対象に対 して ， 自己 と他者 とい う 2 つ の 異な っ た視点を

成立 させ ， そ の 結果 ， 自己の 告 白 と他者の 説明 と い う2 つ の 異 な っ た情報 を生

み 出す役割を果 た して い る 。
こ の よ うな語 り手の 交代 に基づ く多面 的な情報 の

創出 は ， 第 3 夜の 他 に
， 特 に 第 4 夜 ， 第 5夜 ， 第 8 夜の 短編 で 際立 っ て い る 。

　（3）　 「「原稿」 と 「対話」の 交代」
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　2 人の 探求者た ちの 「原稿」の 記述 と
，

4 入の 対話者た ち の 発言の 交代 も，

（2）で触れ た語 り手の 交代 と同 じ く， 多面的な情報 を作 り出す働 きを して い る 。

しか し， 短編に お ける語 り手の 交代 と比べ る と ，
こ の 場合 ， 次の 例 に見 られ る

よ うに ， 状 況は よ り複雑 に な っ て い る 。

　 「こ こ で きれい に書か れ た ペ ー ジ は 終わ っ て い る 」 と フ ァ ウ ス トは言 っ

た ， 「続 きは わか らない
。 明 日 ， 僕 に とっ て は もっ と面 白 く思 える 手紙 や

書類の 束 を整理 して お こ う」

　 「どうや ら」 とヴィ
ー

ク トル は 言 っ た ， 「君の 言 う冒険の 探 求者 たちは ，

独創的で あろ うとえ ら く衒 っ て い るみ た い だね 」

　 「そ い つ は時代 の 気 ま ぐれ の 1 つ だ よ」 とヴ ェ チ ェ ス ラ ー
フ が つ け加 え

た 。

　 「そ れ だ か ら こ そ」 と ヴ ィ
ー

ク トル は 反論 した
， 「今 じゃ 独創的で あろ

うとする よ り俗悪 なこ とは ない の さ く…〉」 （《P．H》，
　 c．34 ， 第 3夜）

　こ の よ うに ， 「原稿」 と 4 人 の 対話者た ちの 間だ け で は な く， そ の 対 話者た

ち 自身の 問で も立場の 相違 ・対立が あ る ため ，対話者 た ちに よ っ て 「原稿」に

付加 され る 情報は
， さらに 多様 な もの に な っ て い る 。

　（4）　 「叙述の 視点の 交代」

　 「対話」に お け る叙述 形式の 変化 も， 同一対象に対 し多面的な情報 を与える

役割 を果 た して い る 。

　ヴャ チ ェ ス ラ
ー

フ　僕が 言 え る の は
，

コ レ ハ 何 カ シ ナケ レ バ ナ ラ ナ イ と

い うこ とだけだ

　ヴ ィ
ー

ク トル 　僕は蒸気気球 が現 わ れ るの を待つ こ とに しよ う。 その と

き西 欧が ど うな っ て い る か見 る ため に ね…

　 ロ ス テ ィ ス ラ ー フ 　 で も， 僕 は原稿 の 作者た ちの 《ig世紀は ロ シ ア の も

の だ ！》 とい う考えが 頭 か ら離 れ な い の だ 。 （《P．H 》，
　 c．183

，

エ ピ ロ ー

グ）

　ヴ ィ
ー ク トル は 煙草 を吸 っ て ， もっ たい ぶ っ た様子 で肘か け椅子 に腰 を

降ろ した 。 ヴャ チ ェ ス ラ
ー

フ は ， 嘲笑的な態度を示 しなが ら机 に身をかが

め ， カ リカチ ュ ア を書 き始め た
。

ロ ス テ ィ ス ラ ー
フ は 物思 い に沈ん で ， 長
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椅子 の 隅 に体を寄せ た 。 （《P．H ．》，
　 c ．16 ， 第 2夜）

　こ の 2 つ の 引用 を見比 べ る と
， 初め の 例で は

，
3 人の 対話者た ちが 自ら語 っ

て い る の に 対 し，次 の 例 で は ， 彼 らは
， 彼 らの 外側 に 位置す る視点 （「作者」

の 視 点）tZZか ら語 られ て い る こ とが わ か る
。

こ うして
， 対 話者た ち 自身に対 し

て も， 自らの 発言 と他者 の 説明 と い う2 つ の 異 っ た視点 に基づ く情報が与え ら

れ て い る こ とに な る 。

　（5）　 「脚注」

　 『ロ シ ア の夜』に は
， 脚注が ，

1844年 の 初出の 段 階で 80個， さら に60年代の

改訂 の た め 準 備 され た もの が 19個存在 して い るeexa」
。 特 に 「作者」 の 視点が 強

く反 映 し， 「作者」 の 立場 か ら作品 に様々 な情報 を与 える場 とな っ て い る の は

こ れ らの 脚注で あ る 。 例 えば
， 第 8夜の 『バ ッ ハ 』に お ける 「ガ フ ォ リ ア」 と

い う人名 に対す る脚注 を見 て み よう。

　ガ フ ォ ル ス
， あ る い は， フ ァ ル タ ン の 『音楽辞 典』 （ラ イ プ ツ ィ ヒ

，

1732，
270頁）に よれ ば ガ フ ォ リ ウ ス

。
こ の 辞典そ の もの は

， もう稀覯本

とな っ て い る 。 辞典 の 付録の 銅版画 に は ， オル ガ ン を演奏 して い る オル ガ

ニ ス トと， その 背後に い る楽長や オ ー ケ ス トラが描 か れ て い る 。 注 目に値

す る の は， こ こ で ，
バ イ オ リ ン

，
正 し くは ビ オ ラ ・ダ ・ガ ン バ の 弓 は

，

ま っ す ぐで は な く ，
ほ とん どコ ン トラ バ ス の 弓の ように 曲が っ て い る こ と

で ある 。 （《P．H》，
　 c ．107， 『バ ッ ハ 』の 脚注）

　こ こ で は ， まず本体の テ クス トに現 れ た 「ガ フ ォ リア 」 とい う人名に対 し，

名前の ス ペ ル に 関す る議論に始 ま っ て
， その 典拠 とデ ー タ ， その 参考文献が稀

覯本だ とい う説 明 ， そ れ に添えられ て い る 銅版画 へ の 言及 ， それ か らバ イオ リ

ン の 弓 に 関す る考察な ど と
， 脚注 とい う枠の 中で ， 本体の テ クス トの 外部 に位

置す る 「作者」の 観点か ら実 に様 々 な情報が もた らされ て い る の が わか る だ ろ

う腕

　また脚注の 中で もと りわ け注 日す べ き もの は
， 作品内に 最新の 情報を盛 り込

むス ペ ー
ス と なっ て い る 脚注 で あ る。 『エ ピ ロ

ー グ』で は， 1938年 に書 かれ た

と され る 本体 の テ ク ス トに， 1840年か ら42年の 間 に勃発 したい わゆ る 「ア ヘ ン

戦争」の こ とを示唆す る 脚注が存在 して い る （《P，H．》，
　 c．145

，
エ ピ ロ ー

グ）。

「4 ． 利用 され て い る 「メ デ ィ ア」 の 特徴」で 触 れ た 同時代の 現実へ の 強い 関
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心は
，

こ の ように情報 とい う形で 同時代の 現実 を作品内に組み 込む脚注か らも

見て とる こ とが で きる 。

　　　　　　　　　　　6 。 特定 の メ ッ セ
ー ジの 伝達

　 優 鬱 の 解剖』 と 『ロ シ ア の夜』は
， 具体的な手法 こそ異 な る もの の

， 情報

を積 み重ね多様 な もの に して ゆ くとい う点で は 共通 して い る 。 しか し， 前者 に

お い て は
， 情報の 多様性が諷刺的効果 と結びつ い て い る の に対 し

， 後者 で はそ

うで は ない こ と に注意す る必要が ある 。

　フ ラ イ ドホ ー
フ は

， 『ロ シ ア の 夜」 にお ける オ ドエ フ ス キ ー
の 目標 は

，
ロ マ

ン 主義的な要素 ， すなわち ， 文学的美学的 な面 にある だけで は な く， キ ケ ロ に

代表 され る 古典古代 の 「学 匠詩人」 （poeta　doctus）の 原理 ， す な わ ち ， 「自己

の 哲学的世界観 を弁護 し， そ れ を読 者 に伝 える」 こ とに もある と指摘 して い

る  
。 文体 的特徴 とい う点で もan

， 「19世紀 はロ シ ア の もの だ」 に代表 され る諸

メ ッ セ ー ジが 『ロ シ ア の 夜』に は 明白に存在 して い る とい う点で も，
こ の フ ラ

イ ドホ
ー

フの 主張 は妥当で あ る と言 える 。
つ ま り， 『ロ シ ア の 夜』 の 最 も本 質

的な要素は
，

ア ナ トミ
ー
的諷刺的要素で は な く， 古代の 弁論家に特徴的な 「特

定の メ ッ セ ー
ジの 伝達」 とい う機 能なの で あ る 。

　従 っ て ，
こ の 作品の 厂劇形式」 あ るい は 「対話形式」 に過度に意義を持たせ

る の は ， あ ま り適切 な こ とで ない
。 む しろ ， こ の 作品の 重点は ， 特定の メ ッ

セ ー ジを訴える 「呼びか け」 に 置か れ て い る と考える べ きで あ ろ う （そ の 点 ，

注意すべ きは ， ま さ に エ ピ ロ ー グ にお ける 「原稿」 や フ ァ ウス トの エ モ ー シ ョ

ナ ル な 「呼 びか け」 こそ が作 品全 体 の メ ッ セ ー ジ を伝 えて い る とい うこ とで あ

る）。 すなわ ち， 『憂鬱の 解剖』の よ うな 「情報小説」が情報の 羅列 な どに よ っ

て 諷刺 的効果 を狙 う 「拡散 型」 で あ る とす る な らば， 『ロ シ ア の 夜』 の よ うな

タ イプ は メ ッ セ
ー

ジ伝達を最終目標 とす る 「集約型」で あ る と言 える 。

　　　　　　　　　　　　　　　 7 ．結び

　 『ロ シ ア の 夜』は極め て ユ ニ ー ク な 「情報小説」で あ る 。 そ の 特徴は ， 「メ

デ ィ ア」 を通 して 同時代 の 現実 を理 解 し ，
フ ィ ク シ ョ ン と対話の 形 で それ を論

じ， 説明 ・批判 ・注釈等様々 な情報を付加 しなが ら ， 最後 に は特定の メ ッ セ ー

ジ の 伝達 へ と収斂 して ゆ く点 に あ る 。 しか し， 注意す べ きは ， 特定の メ ッ セ ー

ジ の 伝達 は
，

こ の 作品の 極め て 重要な要素で ある にせ よ
， それ が すべ て を規定

する 「単・．一一
の 」 要素で は な い こ とで あ る 。 フ ィ ク シ ョ ン の 中 に情報 が挿入 され
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る だけで はな く，
フ ィ ク シ ョ ン そ の もの を

一
種 の 情報 とす る手法， あるい は ，

複雑な構造 に基づ く多面的な視 点の 創造 は
，

一
元 的な主 張 に還 元 しえない 多彩

な情報 ・描写 を もた ら し
， 何 よ りも 「文学作 品」 と して の 面 白さを作 り出 して

い る。

　さ らに ，
こ の 作 品は

， 「哲学小 説」 とい う通称 が連想 させ る ほ ど ， 現実か ら

遊離 した観念的な作品で は な い とい うこ とも留意すべ きこ とだ ろ う。 時代的に

新 しい 「メ デ ィ ア 」が 偏重 され て い る とい う事実 は
， 結局， こ の 作品が ， 「メ

デ ィ ア」 とい う 《媒介》 に よ っ て
， 同時代 の 現実 を作品内に取 り込ん で い る こ

と を意味す る 。 そ して
， 「情報」 とい う形 で 取 り込 まれ た 同時代 の 現実 は，

様々 な形で （時に は フ ィ ク シ ョ ン とい う形で ）論 じられ る の だが ， その 最終的

結論， す な わ ちメ ッ セ ー ジが 向け られ る の も， 結局 ， 同時代 の 人々 に対 して な

の で ある。 すな わ ち ， 『ロ シ ア の 夜』 は
， 書斎 の 教養 入の 単 な る 博識の 誇示 で

は な く， 同時代の 現実に 対す る真剣 な関心 に裏 づ け られ
， それ が敏感に 叙述 に

反映 した ， 極 めて 「時事的な」側面 を有す る作 品なの で ある 。

　こ うして み る と， 『ロ シ ア の 夜』は
， 「情報小説」 とい うジ ャ ン ル の 中で独自

な位置 を占め る だ けで はな く， 現在 に至 る まで
，

ロ シ ア 文学の み な らず世界文

学 に お い て も独創的な文学作品で ある と言 えるだろ う？S
。

注　　本稿 は ，
1994年 10月21 ロ ，

一
橋大学で 行 われ た 日本 ロ シ ア文学会に お け る 研究発

　　表 『「情報小説」と し て の 『ロ シ ア の 夜』
一 ジャ ン ル と構造の 問題』 に訂正 ・加筆

　 　を施 した もの で ある 。

　　 基 本 テ ク ス トは， OgoeBcKmfi　B ，Φ．
，
　PyGcKvae　HouM ，　JI．，　HayKa ，

1975． （以 ド

　　《P．H．》 と略）を使用 した 。 本稿の 引用は すべ て こ の テ ク ス トに拠 る 。 さ らに， 『ロ

　　シ ア の 夜』 に関 して は以下 の 2 つ の 版 も参照 した 。

　　 OAoeBcanfi　B ．Φ．，　Go6paHue 　coqHHeHHn ，
　q ．　 L 　CHE ．

，
ユ844・

　　　OnoeBcKHfi　B ．Φ．，　PyceRMe 　HoqH
，
　M ．

，
　nyTb

，
1913．

　　　こ れ らの 3 つ の版 の 関係 に つ い て は ， 《P．H ．》，
　 c．277−80参照の こ と。

　（1）　B θJIHHcK 頭 i　B ．　P ．
，
　CoqMHeHHfi　HHfiBfi 　B，Φ．　OnoeBGKoro ．− B　KH ．： BenHHcKvafi

　　B，P ．
，
　HonHoe 　co6paHMe 　couliHeHHfi ，　T ．　VIII，　M ．，1955，　c．315．『ロ シ ア の 夜』 に対

　　す る同 時代人 た ちの 反応は ，概 して 否定的な もの だ っ た （CM ，　GaKy．EMH 　H．　H．
，
　vaB

　　ficTopMH 　pycGKoro 　vageaaz3Ma ．　KHfi3h　B．　Φ・　0几oeBoK 腑 ・　Mbicxmenb ・

　　IiucaTeab
，
　T ．1，　q ．2，

　M ．
，
1913

，　c．432−57．）

　（2）　φH ∬ oco ΦcK 応 忙 poMaH （Ma 血M 皿H ），ΦH − oGo ΦGKa 月 6eceAa（KoHH ）， ΦH πoco ΦcKa ∬

　　noBecTb （KoTxHpeBoKr 血），　poMaH 　Haeva （B ．　CaxapoB ）・

　　　cM ．　KoHH 　A ．Φ ．
，
　KH 肥 b　Bxa 几HMvap ΦeAPoBraq 　OAoeBcHtm ．− B　KH ．　l　KoHva　A ・
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（7）

（8）

（9〕

（lo）

　　Φ・
， Co6paHHe　coguHeHtm 　B 　BocbMM 　ToMax

，
　 T ．　 VI，　 M ．

，
　 K）pMllmqecKafi

　　aMTepaTypa ，　t968， 0 ．87 ； KoTnapeBcKtm 　H ．　A ．
，
　K 朋 3b 　BnaAvaMvapΦ e凧poB 四

　　〇双oeBcKH 苴
，　aBToP 巛PycoKHx 　Hoqeib ｝，− H3BecTvafi　oTA θ neHHA 　pyocKovo 　fi3NKa

　　me 」 oBecHooTm 　HMnepaTopc ｝∈o露 al｛aAeMMH 　HayK
，
　T ．9

，
　GHB ．

，
1904 （Nachdruck ：

　　Graz　1964），　 c ・176　； MaliMmi　 B ．　 H ．，　 BnaAMMHp 　OAoeBcKiffi　 H 　ePo 　poMaH

　　＜〈PyccKvae　Hoqva ｝）．− BHH ．： 《P．　H．》， 　c．247 ；CaxapoB　B．　H ．，　CTpaHvaqbl　pyc −

　　oKopo 　poMaHTva3Ma ，
　M ，

，
　CoBeTcKafi　poocMfi， 1988，　c．286．

（3）　the　frame・tale （Passage），　frame　story （lngham），
　frame−tale（Cornwell），

　　　cM ．　 Corrlwell　 N．，　 V ．　 F．　 Odoyevsky ’
s　 Russian 　Nights ： Genre，　 Receptio【1　 and

　　Romantic　Poetics，
− Essays　in　Poettcs，　vo1 ．8，　no ．2，

1983，　pp ．35−45 ；Ingham　N，　W ．，

　　E．T．　A ．　H 〔）ffman　
’
s　Recepe’ion　in　Russiα

，
　Wtirzburg ，　Jar−verlag ，1974，　pp．189−90 ；

　　Passage　Ch，　E．，　The　R働 ss ぬπ Hoffmanists，　Mouton ＆ Co．，　The　Hague ，1963，　p．104．

（4＞　poMalluuecKaff 　APaMa （CaKy π xll〕，　ApaMa 　B　npoae （B．　CaxapoB ＞．

　cM ・GaKyaxH ，　yKa3 ．　coq ．，　rr．1，
　u ．2，　c ．226；GaxapoB ，　yKa3 ．　Goq ．，　c．283．

（5） 本稿の 「2 ， 『ロ シ ア の 夜』に お け る 「多面性」」 の 項 を参照の こ と 。

（6）　cM ．　MaHH 　IO，　B ．
，
　B Φ．　OKeeBcKH 貢 va　ero （（PycoKHe 　Hoqz ｝｝．− B　KH ．： MaHH

　　K）．　 B、，　 PyccKaH 　 OpvanooolpoEaa　 3cTeTHKa 　 （1820−1830−e　 rr ．），　 M ，，

　UcKyccTBo
，
1969

，　c ．i33；　 TpoHuHvafi　B．K）．，　Xygo ）！tecTBeHHHe 　oTKpslTMA

　 pyecKofi　poMaHT 四 eoKo 並 llpoBbl 　20−30−x　roAoB 　XIX　B ．
，
　M ．

，
　HayKa

，
1985，　c．137．

ao
　　の で ある と回想 して い る

　　c．工90一工）

　　続性 を指適 して い る

　　poMaHTM3M ・− Va3BecTMfl　AFaAeMHH 　HayH 　CCCP ．　cepvafi 　JlliTepaTypbl 　H　fiBHKa ，

　　T ．34．1975，　c ，405
−18．）。 オ ドエ フ ス キーは，本質的に は bookishな作家 ，す なわ ち

　　書物を通 じて 世界 を把握す る とい う タ イプの作家で ある とい うの が 論者の 見解で あ

　　り （本 稿 の 議 論 もそ の 延長線上 に ある）， その 点 ， 夢や 予感 な ど 自らの 神秘 的体験

　　を重視する ドイ ツ
・ロ マ ン派 の 作家た ちよ りは，作風 ・世界観 は全 く異 なる もの の ，

　　エ ドガ ー ・ア ラ ン ・ボー
や 現代 ア ル ゼ ン チ ン の作家ボ ル ヘ ス な ど の 方が 作家の 資質

　　とい う点で近 い
。

（1勿　Cornwell
，
　op ．　cit．

，
　p，23．

（13）　Frye　N ．，　Anatomy （’f　Cγiticism．　Princeton，　Princeton　University　Press，
1957，　pp．

　テ ク ス トに名前が 明示 され て い ない が ，作品名 な どか ら特定で きる 入物 も含む。

　（］axaPOB ，　yKa3 ．　co9 ．　c ．276−7．

　MaHH ，　yKa3．　coq ，　e．114．

　PH ∬ HHyG 　B ・，　 Y3Kvath　nyTb ．　 B．Φ．　 OAoeBcKMti　m 　poMaHTvaBM．　− PycGKaA

Mblc ．lb
，
1914，　No。12，　c．16．こ の 「総合小 説」 と い う概 念 は，　 F．シ ュ レ

ー
ゲ ル の

「Universalpoesie」 に着想 を とっ た もの で あろ う （eM ，　F．シ ュ レ ーゲ ル 『ロ マ ン 主

義文学論』 1」［本定祐訳 ， 富山房，1978，p．43）。

　オ ドエ フ ス キ
ー

自身は
， 後 に 『ロ シ ア の夜』 の 形 式 は 「古代劇」に 範をと っ た も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（fipMMeqaHHe　K 《くPyccKnM 　HogaM ｝） − B　KH ．：　《P．　H》，

　　　　　　 。 また B，サ ハ ロ フ は
， オ ドエ フ ス キー

にお け る 18世紀的合理 主義 との 連

　　　　　　　　　　　　　　　　（cM ．　GaxapoB 　B ．　M ．
，
　B．Φ，　OAoeBcKMfi　H 　paHHHfi　pycoKldth
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　308−14，365．訳は ノ ース ロ ッ プ ・フ ラ イ 『批評 の 解剖』海老根 宏他訳 ， 法政大学出

　版局，1980， の該当箇所 （pp ．439 −47，
510）を使用 した 。

（  　ロ シ ア の 1840年代の 状況で は
，

こ の 対比 は，小官史の よ うな身近 に い る 矮小 な対

　象 を描 く 「自然派」 の 作 品 と，「メ デ ィ ア」 を駆 使 して 広大 な時空 間を扱 う 『ロ シ

　 ア の 夜』 と の 対比 に 関連づ ける こ とが で きる e

（1S　バ ー トン の 『憂鬱の 解剖』 に つ い て は ，
　 Burton　R．．　The　An αtomy　of　Melaneholy，

　New 　York ，
　Empire 　State　Book　co ．，1924 ， 及び

， 香 内三郎 『ベ ス トセ ラ r の 読 まれ

　方 。 イギ リ ス 16世 紀 か ら2Q世紀 へ 』， 日本放送出版協会， 1991，　 pp．53−82． を参照

　 した 。

〔16） 香内三郎 ， 同掲書 ， pp．67−69．

（1の　テ ク ス トに タ イ トル が 明示 さ れ て い な い が，引 用 な どか ら特定 で きる 「メ デ ィ

　ア」 も含 む。

  　 「メ デ ィ ア」の 年代は ，原則 と して テ ク ス トに 出版年が明示 され て い る もの はそ

　の デー タ に
， 明示 され て い な い もの は辞典類 に基 い て 確定 した初出の 年に従 っ て い

　 る 。

（19） こ の 傾 向は， こ の 作 品で 直接 ・間接 に言 及 され る計ユ90名の 人物 の 場合に も存在

　 して い る 。 各人の 生 誕年を調 べ る と
，
19世紀が 16名 ， 18世紀が

一
番多く93名，以 下

　時代を遡る と ， i7世紀が 33名 ，
16世紀が 10名， 15世紀が 8 名 ，

14世紀が 2名， 13世

　紀が 3 名， そ れ以前が 23名で あ り，
バ ラ ン ス と して は古代 ・中世 よ りも現代が圧倒

　的 に多い 。実際に詳 し く言及さ れ る こ とが多い の も，
シ ェ リ ン グ や ア ダム ・ス ミス

　 な どの 現代 の 人物で ある 。

  　表題 の ない 「原稿」が 第 2夜，第 9 夜 ，
エ ピ ロ ーグ にそ れ ぞ れ 1 つ ず つ ある 。 第

　 4 夜の 「経済学者」 は，短編 6 つ とそ れ に対する rge説」で 7 つ と数 える 。

  　 『最後の 自殺』 に お け る 人類の 終末 ， 『バ ッ ハ 』 に お け る 17， 8 世紀の ドイ ツ と

　い っ た よ うに，「メデ ィ ア」 と並 んで 「フ ィ ク シ ョ ン 」 も作品 内 にお け る時空間の

　 拡大に 寄与 して い る 。

吻　こ れ は，作品全体の 語 り手と して の 「作者」 を指す 。 こ の よ うな 「作者」の 視点

　に基 づ く描写 は
， 特 に第 1 夜 と，第 9夜 の 冒頭 で 際 ウ：っ て い る 。 注 目すべ きこ とは

，

　 こ の よ うな 「作者」は ，創作の 初期 の段 階 で は，最終稿 よ りもはる か に重 要 な位置

　 を占め て い た とい うこ とで ある 。 例 えば ，
4 人の 登場人物 の シ ン ボ ル を記 した 『ロ

　 シ ア の 夜』 の 草稿 に は
，

5 人 目の 入物 として 「作者」が考えられて い た （CaKyrmH ，

　yKa3，　cog ．
，
　T ．1，　u ．2 ，c，220）。 また 1836年に 単独 で 発 表 され た 「第 1 夜」で は

，

　 ロ ス テ ィ ス ラ
ーフ の 位置 は 「作者」が 占め ， 語 りは 「作者」に よ っ て行われて い た

　（PyccKxe 　Houva ．　 Hogb 　llepBafi ．− MocEoBcKnn 　Ha6nH ）AaTenb ，　
VL 　1 ，1836，　c．

　5−15．）。 最終稿に お い て も 「ng　1 夜」 に は，
一

部 「作者」 を示す H が数回現われて

　 い る 。

  　なお 1844年版 ・1913年版 と 1975年版 を見比 べ て み る と
， 後者 に 関 して は ，

二 か所 ，

　 オ ドエ フ ス キ ー自身に よ る脚注 と1975年版の 編集部 に よ る脚注が 混同 されて い る と

　 こ ろ が ある 。 《P．H 》，　 c ．171の 「COHaTa ！」以 下 の 脚注 はオ ドエ フ ス キ
ー

自身に
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　よる もの ， c．172の 「nMqHffaTO 」以下 の 脚注 は編集部に よる もの が正 しい 。

醐 　文学作品 や哲学的対話に多 くの脚 泣 をつ けて ゆ くとい う形式は ， 直接的に は ，
フ

　ラ ン ス の 政治家 ・作家 の ジ ョ ゼ フ ・ド ・メ ース トル （Joseph　de　Maistre）の 女す話篇

　 『ペ テ ル ブ ル グ 夜話 （Les　soirees 　de　Saint−Petersbourg ）』 （1821） を模範 に した も

　 の と考 えられ る 。 こ の 作 品 と 『ロ シ ア の 夜』 との 関連 に つ い て は， B．サ ハ ロ フ と

　 コ
ー

ン ウ ェ ル が 言 及 し て い る 。 （CM ，　 Caxapoe ，　 B．Φ．　 OAoeBOKHfi　M 　paHHMfi

　pyooK 輙 虻poMaHTg3M ，　c．408；Cornwell，　op ．　cit．，　p．41・）

  　概 して ，脚注の 申で 「作者」 その もの が表に出 る こ とは少ない
、， しか し， 例えば

，

　《P。H 》，　 c ．15＆’
　c ．115の 脚注 の ように，時 と して ，「作者」が表面 に 出 て ，本体の テ

　 ク ス トの 登 場人物 に対 し論評 を加 える場 合 もある の は
， 脚注が 「作者」の 視点 を反

　 映す る場で あ る こ とを示 して い る 。

  　Freidhof　G ．　Einige　Bemerkungen 　zu 　den　stilistischen 　figuren　in　V ．　F．　Odoev −

　 skijs　 Russkie　 noci ，− In ： Festschrift　fabr　A 酵θd　 1〜ammelmeyer ，　 MUnchen 、1975，

　 P．203，

伽 　フ ラ イ ドホ
ー

フ は ， 自説の 論証 として ， 『ロ シ ア の 夜』で は ， 「比喩」 よ りも 「対

　句法」「反復」「ア ン チ テ
ーゼ 」 とい っ た 「様式化 された文体」が 多用 ・重視されて

　い る事実を挙 げて い る 。 （ibid．，　pp．203一ユ1．）

囎 　 『ロ シ ア の 夜』 に お い て 「古代劇 」の 理念 を現代 に生 かす こ と を 目指 した とい う

　後の オ ドエ フ ス キー自身の 発 言 （ffpHMeqaHze　K 《《pyceKHM　HoqaM ，｝
＿B　HH ．： 《P．

　 H，》， c．190−1＞は
，

こ の 作品が 「古代劇」の 現代版以上 の 豊か さ （例 えば
， 本稿で

　 論 じ た 「情報小説」 と して の 側面 な ど） を持 っ て い る こ とを，著者 自身意識 して い

　 なか っ た こ と を示 して い る 。 従 っ て ， 『ロ シ ア の 夜』が 「情報小説」 とな っ た の は，

　 プラ トン の 対話篇や メ
ー

ス トル の 作品などの 様々 な先行作品の 影響 と，創作過程 に

　 お け る 試行錯誤 （20年代の 「哲学辞典」 の 構想 → 30年代の ロ マ ン 主 義的連作小説

　 『狂 人 た ちの 家』 の 構想 → 44年の 『m シ ア の 夜』）が複雑 に絡 み 合 っ た結果で あ る と

　 判断する の が妥当で あ ろ う。 オ ドエ フ ス キ ーは， 『ロ シ ア の夜』以前 に ，『ロ シ ア の

　夜』ほ どジ ャ ン ル 的に複雑な要素 を持 っ た作品 を書 い て い な い
。

＜＜PyoeKKe 　Hoqva 》＞ KaK 〈｛mHopOPMau 班o 騾H ロ 血 pOMaH 》》

　　　　npo6 」leMH ｝KaHpa 　H　cTpyKTpypbL

ficyxvaKO 正｛】OHO

　 B1844 　 roAy 　 B ．Φ 。0 耳oeBGKH 煎 （弖804−69）H3Aa π cBoe 　 caMoe 　 3HagzTexbHoe

npoH3Be 江eHme 　− 　《（PycGK 矼 e　Hoqm ｝．　 G　Tex 　Hop 　KpxTuKM 　H 　nocJ 正e八〇BaTeJI 覈　qacTo

Ha3HBa 丑 H　 utx ゆ H 」loGo φc 翩 M 　 poMaHoM ・・
，

｛・06paMn θHHoti 　 noB θ cTHo ・〉
， 蝋 paMo 伽
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"nH  "3Hq"K[onellraefi},.  Ho  Bo  M}IopMx  cnygafix  oTz  ollpeAeaeHvafi  noBepxHocTIIsl,  H

He  BcerAa  ocHoBaHfir  Ha  KoHKperHoM  aHanva3e  namloTo  fipox3BeAeHEH,  Anfi
BErfioHeHvafl  ero  oeo6eHHocTefi  HaM  Heo6xoAuMo  nepeoMoTpeTh  ero  }KaHpoBsle  m

el]pyKTypHfiIe  gepTEI  c  I{oBofi  TogKz  3peHxfi.  ctPyccEMe  HouH))  -  eTo  MHorocTo-

poHHHfi KHvara,  B  HoTopoa  pacey}KllaroT O Pa3HO06Pa3HliIx rmqax  va npeAMeTax,  Ha

oTy  nepTy  o6palqaeT  BImMaHHe  HecKonbrco  vaccnenoBaTeAefi,  B, CaxapoB

HaBiilBaeT  {{Pyccsc"e  Hegva}}  {<3HnmKgopmeti",  a ro. MaHH  
-

 gKHMport  o6o  BeeM".  B,

I'Mnnxyc  RyMaeT,  gTo  <{Pyee"He  Hogu>}  eCTb  TOT  {<YHHBePCalbHslrt  poMaHh, o

KOTOPOM  MeqTallH  POMallTHKva. COBPeMeHHblfi aHP"HaeKtm  HOeneAOBaTenb  H.

KopHysnn  npHMeHHeT  H  gToti  pa6oTe  KoHllenqMIo  KanatOMy>>  (TepMzH KaHaAcKoTo

JMTepaTypoBeAa  H. ¢ paH), Ho  Bce  gTH  nollblTKM,  llO-HameMy,  HeyKauHhl,  llogToMy

Mbl  llpennaraeM  HoByro  }KaHpoBylo  KoilqellqHIo  
-

 ""HepopMallHoHHNfi  poMalb}. 3Ta

I{oHuellqMfi  llonpa3yMeBaeT  TaHoe  IIpoHBBeAeHxe,  B  KoTopoe  aBTop,  IIput

rrocpeAcTBe  TBopqecKHx  MaTepManoB  ApyrHx  IioAefi  (Hanp"Mep, KHMr,  )KypHalloB,

3anvacoK,  My3blKm,  HapTMH  M  np. -  Mbl  Ha3blBaeM  mx  t`Media}}>  BBoAm  o6xabHyK]

xHepopMaq"ro,  ra oBepx  ToTo,  npM6aBnEeT  H  Hen  HoBble  oBeAeHuH,  ldonoxb3yH

npHeMEI  oToTyfifieHzH,  rlpHMeqaHxfi  z  llp..

  Mbl epaEHurBaeM  nBa  <qHipop"faqlioHHblx  pOMaHa}>  : "Pyccwae  Houva"  K

{<AHaToMvaff)  "feJaHxonxM,}  (162i) aHrnHrtcKore  naoTopa  H  nHeaTena  P, BapToHa.

9Tli ABa  npotaBBeneHzfi  nonb3yroTeff  MHo)vceoTBoM  pa3nHqHmx  {{media),,  Ho  B

<{PycoKMx  IIoqax"  HoBble  ({media})  HMeff}T  HpeBocxogcTBo  HaA  oTapN)cM.  3To

lloKaBhlBaeT,  ETo  B  eToM  npouBBeAelmva  fipoABnfieTcA  6onbmofi  HHTepeo  rre K

eTapmle,  a  K  ooBpeMeHHeMy  Mmpy,  PnaBHfiIM npzeMoM  HBno}iceHMH  "AHaToMxM)}

EBJfieTcfi  HBelleHMe  pfiAa umaT  "  BeTaBKa  eTzxoB,  a  B  {{PyceKlix  Hogax)}

6navoAapfi mx  cxo)lcHofi  cTpyKType  Menonb3yloTcH  TaKMe  pa3IMqHNe  npffeMN,  EaK:

<1) BfiIpa;KeHxe  B  epopMe BblMh{cxa  (2) uepelloBaHMe  paccKa3uHKoB  <3) cMeHa

{{PyHollvacm,}  "  t{JIHallora}}  (4) cMeiia  Togei{  3peHMff  Mano?iceHHH  (5) lloAeTpoHHbie

npvaMeqaHxfi.  {(AHaToMMfi>}  "enonbByeT  3Tva  npHeMbl  AnH  caTupliI,  a  {{Pyecrme

Hoyva>}  
-

 AJfi llepeAagva  onpenenemlo]  ImeH  uMTaTelK}.

  <(PyooHHe  HogM>}  
-

 eTo  yHauaabHbwt  {{zHepopMallvaoHHblfi  poMaH>,, rcoTopNta

cl{Bo3b  <<media>>  eMoTpm  Ha  coBpeMeHHhrfi  MMp,  paocy?icAaeT  o  HeM  B  epopMe
B}IMIilona  va AthafloTa, eoBAaeT  MHopo  Ao6aBogHofi  uHepopMaqldli,  Ho  B  HoHue

HoHuoB  eoeAHHfieT  ee  B  onHy  mnem  M  fiepeAaeT  ee  gMTaTenm.  eTo  oHeHb  mHTe-

peoHoe  {(nvaTepaTypHoe}}  llpoM3BeneHze,  "cnonbBylomee  pa3Hoo6pa3IIfi[e fipMeMN

Z  B  TO  7"e  BPeMH  OePbe8HO  PaBMbllllnfiK)Mee HaA  aKTYaJbHfiIMH  TeMaMM  lleBffTHa-

pmaToro  BeKa.  OTo  opMTMHallbHoe  ooFHHeHvae  B  pyceKoth, ta Aame  B  MvapoBort

nHTepaType.
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